
内容
ごみを正しく出しましょう／地域防災の日
／合併60周年記念事業募集
今月の表紙
黄金色の稲穂を収穫！
　天方小学校では10月28日、全校児
童が協力し合い豊かに実ったもち米を収
穫しました。児童らは、育苗、代かき、田植
えなど地元農家の協力を得ながら全てを
行っています。
（関連記事…8頁）
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ごみを正しく出しましょう

森
町
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み

や
環
境
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、
平
成

24
年
度
1
人
1
日
当
た
り
の
ご
み
排
出

量
は
5
9
6
g
で
、
県
下
最
少
で
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
）
の
分
別
収
集
率

も
高
い
た
め
、
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
協
会
か
ら
「
再
商
品
化
合
理
化
拠

出
金
」
を
受
け
と
っ
て
い
ま
す
。
町
で

は
、
こ
の
拠
出
金
を
基
金
と
し
て
積
み

立
て
、
町
内
会
の
ご
み
集
積
所
設
置
補

助
金
な
ど
の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ご
み
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
の
環
境

美
化
活
動

へ
の
積
極

的
取
組
み

に
よ
り
、

美
し
い
ま

ち
づ
く
り

が
進
め
ら

れ
て
い
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
一
部
の
人
の
ル
ー

ル
を
守
ら
な
い
ご
み
出
し
に
よ
り
、
集

積
所
周
辺
が
汚
れ
て
周
辺
住
民
の
迷
惑

に
な
っ
た
り
、
収
集
や
処
理
に
支
障
を

き
た
し
た
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、

住
み
よ
く

美
し
い
ま

ち
づ
く
り

の
た
め
地

域
一
体
と

な
っ
た
ご

協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。燃

や
せ
る
ご
み

収
集
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
？

町
内
の
各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
燃
や

せ
る
ご
み
は
、
集
積
所
か
ら
収
集
車
に

乗
せ
、
袋
井
市
内
の
中
遠
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
焼
却
処
理
さ
れ
ま

す
。
焼
却
時
に
発
生
し
た
灰
は
、
ス
ラ

グ
化
し
て
再
利
用
し
、
残
っ
た
灰
は
一

宮
地
内
に
あ
る
中
遠
広
域
一
般
廃
棄
物

最
終
処
分
場
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

◆
午
前
8
時
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た
集

積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
が

過
ぎ
て
か
ら
の
ご
み
出
し
や
、
決
め

ら
れ
た
集
積
所
以
外
に
出
す
と
収
集

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
カ
ラ
ス

や
猫
が
袋
を
破
っ
て
ご
み
が
散
乱

し
、
周
辺
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

◆
町
指
定
の
袋
に
町
内
会
名
・
氏
名
を

記
入
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ジ

袋
や
他
市
町
な
ど
の
袋
で
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

◆
生
ご
み
な
ど
は
、
よ
く
水
気
を
切
っ

て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
水
分
が

多
い
と
収
集
の
際
に
袋
が
破
れ
、
ご

み
や
汚
水
が
道
路
な
ど
に
飛
散
し
て

周
辺
の
人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
焼
却
す
る
た
め
の
燃
料
が
余
計

に
か
か
り
ま
す
。

◆
1
回
に
出
せ
る
ご
み
の
量
は
、
原
則

と
し
て
2
袋
ま
で
で
す
。
1
日
に
収

集
で
き
る
量
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
。
ご
み
の
減
量
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
燃
や
せ
る
ご
み
の
袋
に
、
金
属
・
が

れ
き
類
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ら
の
物
は

燃
や
せ
な
い
ご
み
の
収
集
日
に
、
分

別
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
ス

プ
レ
ー
缶
は
、
混
入
し
て
い
る
と
焼

却
施
設
で
爆
発
す
る
危
険
が
あ
り
ま

す
の
で
、
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

燃
や
せ
な
い
ご
み

収
集
し
た
後
は
ど
う
な
る
の
？

■
資
源
ご
み

種
類
ご
と
に
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
に

よ
り
再
商
品
化
さ
れ
ま
す
。

★
生
き
び
ん 

…
洗
浄
し
て
再
使
用

★
雑
び
ん 

…
色
（
透
明
・
茶
・
そ
の
他
）

ご
と
に
破
砕
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

★
缶
類 

…
ア
ル
ミ
製
・
ス
チ
ー
ル
製

別
々
に
リ
サ
イ
ク
ル

★
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
（
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）
…
各
種
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル

★
白
色
ト
レ
イ 

…
白
色
ト
レ
イ
に
リ

サ
イ
ク
ル

ご
み
を
正
し
く
出
し
て
、住
み
よ
い
美
し
い
ま
ち
に
！

■
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
住
民
生
活
課 

生
活
保
全
係　

☎
８
５
ー
６
３
１
４

企業のみなさんによる美化活動

町内会のみなさんによる美化活動
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ごみを正しく出しましょう

★
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル 

…
細
か
く
砕
い
て

粒
状
に
し
た
後
、
卵
パ
ッ
ク
・
服
・

袋
な
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル

★
金
属
類 

…
磐
田
市
内
に
あ
る
中
遠
広

域
粗
大
ご
み
処
理
施
設
（
以
下
、
処

理
施
設
）
で
破
砕
処
理
後
、
有
価
物

は
売
却
し
、
そ
れ
以
外
は
埋
め
立
て
。

★
乾
電
池 
…
水
銀
を
取
り
出
し
、
外
缶

は
鉄
製
品
に
、
亜
鉛
は
地
金
な
ど
に

リ
サ
イ
ク
ル

■
埋
立
ご
み
（
が
れ
き
類
・
そ
の
他
分

別
ご
み
な
ど
）

処
理
施
設
で
破
砕
後
、
最
終
処
分
場

に
埋
め
立
て

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
！

◆
資
源
ご
み
の
中
で
、
そ
の
他
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
・
白
色
ト
レ
イ
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
際
に

品
質
が
特
に
重
視
さ
れ
る
た
め
、
汚

れ
を
落
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
弁
当
の
食
べ
残
し
な
ど
は
、
必
ず

生
ご
み
と
し
て
処
理
し
て
く
だ
さ

い
）

◆
ラ
イ
タ
ー
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、
中
身

を
使
い
切
っ
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ

い
。
処
理
施
設
で
発
火
・
爆
発
の
危

険
が
あ
り
ま
す
。

◆
金
属
類
の
刃
物
や
針
な
ど
は
、
茶
筒

な
ど
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
む
き
出

し
の
ま
ま
で
出
し
ま
す
と
、
地
区
の

ご
み
当
番
の
人
や
収
集
業
者
が
負
傷

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
ご
み
を
減
ら
す
こ
と

か
ら
！
「
3
R
」
で
環
境

に
や
さ
し
い
生
活
を

■
「
3
R
」
と
は
、

★
R
e
d
u
c
e

　
　（
リ
デ
ュ
ー
ス
：
減
ら
す
）

★
R
e
u
s
e

　
　（
リ
ユ
ー
ス
：
繰
り
返
し
使
う
）

★
R
e
c
y
c
l
e

　
　（
リ
サ
イ
ク
ル
：
再
資
源
化
）

の
3
つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た

も
の
で
す
。

3
つ
の
単
語
の
順
番
に
は
意
味
が
あ

り
ま
す
。

①
ま
ず
、ご
み（
余
分
な
消
費
）を
減
ら
す
。

②
使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
う
。

③
使
え
な
く
な
っ
た
ら
、再
資
源
化
す
る
。

と
い
う
順
番
を
意
識
す
る
こ
と
で
、

よ
り
無
駄
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
形

成
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
焼
却
の
際
に
発
生
す
る

二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
こ
と
で
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
必
要
の
な
い
物
は
買
わ
な
い
、
も

ら
わ
な
い
」、「
買
い
物
に
は
マ
イ
バ
ッ

グ
を
使
う
」、「
詰
め
替
え
用
製
品
を
使

う
」、「
ご
み
を
再
生
し
て
作
ら
れ
た
製

品
を
利
用
す
る
」
こ
と
な
ど
に
心
掛
け
、

環
境
に
も
家
計
に
も
や
さ
し
い
生
活
を

し
ま
し
ょ
う
。

野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

屋
外
で
の
ご

み
な
ど
の
燃
焼

行
為
、
い
わ
ゆ

る
「
野
焼
き
」

に
よ
る
煙
や
灰

で
「
気
分
が
悪

く
な
っ
た
」、「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付
い

た
」
な
ど
の
苦
情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
周
辺
住
民
の
人
々
の
迷
惑
を

考
え
、
ご
み
は
燃
や
さ
ず
に
分
別
し
て

集
積
所
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

「
野
焼
き
」
は
、「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
お
よ
び
「
静

岡
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条

例
」
で
一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
不
法
投
棄
と
同
様
の
罰
則

が
あ
り
ま
す
。

例
外
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

農
林
業
で
発
生
す
る
木
の
枝
な
ど
（
ビ

ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
焼
却
は

不
可
）
を
一
時
的
か
つ
小
規
模
に
燃
や

す
場
合
で
す
が
、
苦
情
が
あ
っ
た
場
合

は
、
行
政
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

火
の
勢
い
・
風
向
き
・
時
間
帯
・
住
宅

と
の
距
離
な
ど
を
考
慮
し
て
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

S
T
O
P
ご
み
の
不
法

投
棄
！
ご
み
の
不
法
投
棄

を
見
か
け
た
ら
連
絡
を

町
内
の
道
路
沿
い
・
山
林
・
河
川
敷

な
ど
へ
の
ご
み
の
不
法
投
棄
が
、
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

屋
外
レ
ジ
ャ
ー
で
発
生
し
た
ご
み
を

捨
て
て
行
っ
た
事
例
の
ほ
か
、
道
路
沿

い
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
が
散
乱
し

て
い
る
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

ご
み
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。

法
律
に
よ
り
5
年
以
下
の
懲
役
又
は

1
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
も
し
く
は
そ

の
両
方
を
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。町

で
は
、
環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー
ル
に

よ
る
監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ご

み
の
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら
、
役

場
住
民
生
活
課
生
活
保
全
係
ま
た
は

袋
井
警
察
署
生
活
安
全
課
（
☎
4
1
―

0
1
1
0
）
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

カラスにつつかれ散乱した
不法投棄ごみ
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町
と
県
で
は
、
12
月
７
日
の
地
域
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
携
帯
電
話
会
社
３
社
の
緊
急
地
震
速

報
な
ど
を
受
信
で
き
る
携
帯
電
話
へ
一
斉
に
試
験
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
配
信
日
時

　
12
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
15
分
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能

を
有
す
る
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に

町
内
に
滞
在
し
て
い
る
人

●
配
信
内
容

「
（
訓
練
）
こ
ち
ら
は
、
森
町
災
害

対
策
本
部
で
す
。
（
訓
練
）
○
時
○
分
、

△
△
地
区
に
対
し
、
避
難
勧
告
を
発
令
し

ま
し
た
。
た
だ
今
、
○
○
地
区
は
、
土
砂

災
害
の
発
生
す
る
危
険
が
非
常
に
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
○
○
学
校
、
○

○
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し
て
下
さ
い
」

●
配
信
日
時

　
12
月
７
日
（
日
）
午
前
9
時
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能

を
有
す
る
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に

県
内
に
滞
在
し
て
い
る
人

●
配
信
内
容

「
こ
の
メ
ー
ル
は
防
災
訓
練
で
す
。

以
下
の
通
知
は
実
際
の
災
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
（
訓
練
）
静
岡
県
で
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
（
訓
練
）
家
族
と
の

連
絡
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
等
の

避
難
準
備
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
今
日

は
「
地
域
防
災
の
日
」
で
す
。
地
域
で

行
う
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

●
注
意
事
項

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、

携
帯
電
話
な
ど
の
設
定
に
よ
っ
て

は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中
で
も
着
信
音

が
鳴
り
ま
す
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
以
外
で
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
で
も
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信

設
定
が
O
F
F
の
場
合
な
ど
、
受
信

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
緊
急
地
震
速
報
お
よ
び
津
波
警
報
の

み
受
信
可
能
で
、
県
・
市
町
か
ら
の

メ
ー
ル
は
受
信
で
き
な
い
機
種
が
あ

り
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

気
象
庁
の
発
表
す
る
緊
急
地
震
速

報
、
津
波
警
報
お
よ
び
国
・
地
方
公
共
団

体
の
発
表
す
る
災
害
・
避
難
情
報
を
特
定

エ
リ
ア
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す
る
携

帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
防
災
係 

1
8
5
ー
6
3
0
2

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

❶まず、わが身の安全を
❷すばやく火の始末、消火
❸危険な場所から離れる
❹正しい情報をつかむ
❺避難は徒歩で身軽に
❻地域の人たちと冷静に
　なって協力しあう

いざという時のために、災害に対す
る心構えや備えを十分しておくことが
大切です。もう一度、次の点について
家族で話し合いましょう。
❶家族一人ひとりの役割分担
❷避難場所・避難経路の確認
❸家族が離ればなれになった
　場合の連絡方法
❹危険箇所の確認
❺非常持ち出し品の確認
❻防災用具の確認

地震が起きたときは！

家族で話し合い！

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

県
下
一
斉
に
「
地
域
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
『
自
助
』
と
、
地
域
を

守
る
『
共
助
』
の
取
り
組
み
を
点
検
す
る
た
め
に

も
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
訓
練
日
　
平
成
26
年
12
月
７
日
（
日
）

●
訓
練
想
定
　
12
月
７
日
８
時
に
東
海
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
県
内
各
地
で

震
度
６
以
上
の
揺
れ
と
な
っ
た
。
森
町
で
も

各
地
で
家
屋
の
倒
壊
、
崖
崩
れ
、
道
路
の
損

壊
、
橋
梁
の
落
下
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

○
地
震
発
生
　
午
前
8
時

（
同
報
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
）

○
訓
練
終
了
　
正
午

問
い
合
わ
せ
先

 
役
場
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務
課
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災
係
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町県

12月7日（日）

は地域防災の日

です。地域で実施

される防災訓練に

参加しましょう。

　
森
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
大
場
た

つ
子
会
長
）
は
10
月
８
日
、
平
野
芳
明

幹
事
と
共
に
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、
比

奈
地
敏
彦
教
育
長
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

球
根
２
，
７
０
０
個
分
の
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
昭
和
52

年
か
ら
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
の
一
環

と
し
て
毎
年
、
町
内
の
幼
稚
園
、
小
中

学
校
に
花
の
球
根
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

い
ま
す
。
配
ら
れ
た
球
根
は
、
子
ど
も

た
ち
の
手
で
校
庭
の
花
壇
な
ど
に
植
え

ら
れ
、
大
切
に
育
て
ら
れ
ま
す
。
来
年

４
月
に
は
き
れ
い
な
花
が
咲
き
、
新
入

生
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　
10
月
10
日
、
酒
井
心
一
さ
ん
（
東

組
）
が
役
場
を
訪
れ
、
村
松
藤
雄
町
長

に
「
町
民
の
森
」
整
備
の
た
め
に
と
寄

付
金
50
万
円
を
手
渡
し
ま
し
た
。
酒
井

さ
ん
は
「
た
く
さ
ん
の
人
に
素
晴
ら
し

い
自
然
や
景
観
を
楽
し
め
る
町
民
の
森

を
訪
れ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安

心
し
て
楽
し
め
る
場
所
づ
く
り
に
」
と

平
成
19
年
か
ら
寄
付
を
続
け
て
く
だ
さ

る
酒
井
さ
ん
の
願
い
で
、
町
で
は
「
町

民
の
森
」
に
ベ
ン
チ
や
手
洗
い
場
、
標

柱
な
ど
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
こ
の
寄
付
金
で
ベ
ン

チ
と
案
内
標
識
の
設
置
を
す
る
予
定

で
す
。

　
宮
代
西
町
内
会

は
、
社
会
貢
献
広

報
事
業
に
よ
る
宝

く
じ
の
助
成
金
を

利
用
し
、
屋
台
の

飾
り
金
具
と
大
・

小
太
鼓
、
袖
障
子

と
照
障
子
な
ど
の

備
品
を
新
調
し
ま
し
た
。

　
今
回
購
入
し
た
備
品
は
早
速
、
10
月

10
日
か
ら
12
日
に
行
わ
れ
た
一
宮
地
区

の
お
祭
り
で
お
披
露
目
さ
れ
、
新
し
い

障
子
や
金
具
は
輝
き
を
放
ち
、
太
鼓
の

音
も
晴
れ
や
か
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

町
内
会
の
人
た
ち
待
望
の
新
調
に
祭
典

も
盛
り
上
が
り
、
地
域
の
一
体
感
が
よ

り
高
ま
り
ま
し
た
。

　
「
第
44

回
東
京
都

優
良
茶
品

評
会
」
で

上
位
を
独

占
し
た
茶

商
た
ち
が

10
月
16
日
、

役
場
を
訪

れ
村
松
藤

雄
町
長
に

受
賞
報
告

を
し
ま
し
た
。
同
品
評
会
に
は
、
全
国

の
茶
商
が
各
部
門
あ
わ
せ
１
２
３
点
を

出
品
。
品
評
会
で
の
優
秀
な
成
績
に
村

松
町
長
は
「
大
消
費
地
東
京
で
認
め
ら

れ
る
こ
と
は
、
森
の
茶
に
と
っ
て
大
き

な
意
味
が
あ
る
」
と
受
賞
を
た
た
え
ま

し
た
。

【
受
賞
内
容
は
次
の
と
お
り
】

「
都
の
華
」
の
部

　
１
等
１
席
〈
農
林
水
産
大
臣
賞
〉

　
松
浦
製
茶
（
株
）

「
都
の
誉
」
の
部

　
１
等
１
席 

（
株
）
島
商
店

　
１
等
２
席 

　
松
浦
製
茶
（
株
）

　
１
等
３
席 
（
株
）
お
さ
だ
製
茶

「
都
の
香
」
の
部

　
１
等
２
席
　
松
浦
製
茶
（
株
）

比奈地教育長に目録を手渡す大場会長（中央）たち

村松町長に受賞報告をする茶商たち

村松町長に寄付金を渡す酒井さん（右）

町内会の屋台

茶
品
評
会
上
位
独
占
を
報
告

「
町
民
の
森
」整
備
に
寄
付

宝
く
じ
助
成
事
業
で

屋
台
の
備
品
を
購
入

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
寄
贈

花
い
っ
ぱ
い
の
学
舎
に
！
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町
と
県
で
は
、
12
月
７
日
の
地
域
防
災
訓
練
に
合
わ
せ
て
、
緊
急
速
報
メ
ー

ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
、
携
帯
電
話
会
社
３
社
の
緊
急
地
震
速

報
な
ど
を
受
信
で
き
る
携
帯
電
話
へ
一
斉
に
試
験
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

●
配
信
日
時

　
12
月
７
日
（
日
）
午
前
８
時
15
分
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能

を
有
す
る
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に

町
内
に
滞
在
し
て
い
る
人

●
配
信
内
容

「
（
訓
練
）
こ
ち
ら
は
、
森
町
災
害

対
策
本
部
で
す
。
（
訓
練
）
○
時
○
分
、

△
△
地
区
に
対
し
、
避
難
勧
告
を
発
令
し

ま
し
た
。
た
だ
今
、
○
○
地
区
は
、
土
砂

災
害
の
発
生
す
る
危
険
が
非
常
に
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
た
だ
ち
に
○
○
学
校
、
○

○
セ
ン
タ
ー
へ
避
難
し
て
下
さ
い
」

●
配
信
日
時

　
12
月
７
日
（
日
）
午
前
9
時
ご
ろ

●
対
　
象

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
ａ
ｕ
・
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信
機
能

を
有
す
る
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
配
信
日
時
に

県
内
に
滞
在
し
て
い
る
人

●
配
信
内
容

「
こ
の
メ
ー
ル
は
防
災
訓
練
で
す
。

以
下
の
通
知
は
実
際
の
災
害
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
（
訓
練
）
静
岡
県
で
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
（
訓
練
）
家
族
と
の

連
絡
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
用
意
等
の

避
難
準
備
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
今
日

は
「
地
域
防
災
の
日
」
で
す
。
地
域
で

行
う
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

●
注
意
事
項

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
受
信
す
る
と
、

携
帯
電
話
な
ど
の
設
定
に
よ
っ
て

は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
中
で
も
着
信
音

が
鳴
り
ま
す
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
以
外
で
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル
機
能
を
有
す
る
機

種
で
も
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
受
信

設
定
が
O
F
F
の
場
合
な
ど
、
受
信

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
緊
急
地
震
速
報
お
よ
び
津
波
警
報
の

み
受
信
可
能
で
、
県
・
市
町
か
ら
の

メ
ー
ル
は
受
信
で
き
な
い
機
種
が
あ

り
ま
す
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル

気
象
庁
の
発
表
す
る
緊
急
地
震
速

報
、
津
波
警
報
お
よ
び
国
・
地
方
公
共
団

体
の
発
表
す
る
災
害
・
避
難
情
報
を
特
定

エ
リ
ア
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
す
る
携

帯
電
話
会
社
の
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
防
災
係 
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緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
試
験
配
信
を
行
い
ま
す

❶まず、わが身の安全を
❷すばやく火の始末、消火
❸危険な場所から離れる
❹正しい情報をつかむ
❺避難は徒歩で身軽に
❻地域の人たちと冷静に
　なって協力しあう

いざという時のために、災害に対す
る心構えや備えを十分しておくことが
大切です。もう一度、次の点について
家族で話し合いましょう。
❶家族一人ひとりの役割分担
❷避難場所・避難経路の確認
❸家族が離ればなれになった
　場合の連絡方法
❹危険箇所の確認
❺非常持ち出し品の確認
❻防災用具の確認

地震が起きたときは！

家族で話し合い！

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

地
域
防
災
訓
練
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す

12
月
の
第
1
日
曜
日
は
「
地
域
防
災
の
日
」

県
下
一
斉
に
「
地
域
防
災
訓
練
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
自
ら
の
命
を
守
る
『
自
助
』
と
、
地
域
を

守
る
『
共
助
』
の
取
り
組
み
を
点
検
す
る
た
め
に

も
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

●
訓
練
日
　
平
成
26
年
12
月
７
日
（
日
）

●
訓
練
想
定
　
12
月
７
日
８
時
に
東
海
地
震
な

ど
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
、
県
内
各
地
で

震
度
６
以
上
の
揺
れ
と
な
っ
た
。
森
町
で
も

各
地
で
家
屋
の
倒
壊
、
崖
崩
れ
、
道
路
の
損

壊
、
橋
梁
の
落
下
や
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
も
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
た
。

○
地
震
発
生
　
午
前
8
時

（
同
報
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
）

○
訓
練
終
了
　
正
午

問
い
合
わ
せ
先

 
役
場
総
務
課
防
災
係
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12月7日（日）

は地域防災の日

です。地域で実施

される防災訓練に

参加しましょう。
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町
で
は
、
国
の
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
る
緊
急
時
防
護
措
置
を
準
備
す
る
区
域

（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
／
牛
飼
・
市
場
・
下
飯
田
・
中
飯
田
・
上
飯
田
・
東
組
・
西
組
・
城
北
・
若

宮
・
梶
ヶ
谷
・
鴨
谷
・
南
戸
綿
）
に
対
し
て
、
町
防
災
会
議
で
浜
岡
原
子
力
発
電
所
に
お

け
る
原
子
力
事
故
を
踏
ま
え
、
避
難
場
所
を
次
の
表
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
緊
急
時

に
は
、
県
や
中
部
電
力
か
ら
町
に
連
絡
が
入
り
、
屋
内
退
避
や
避
難
情
報
を
、
同
報
無
線

や
広
報
車
に
よ
り
速
や
か
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

森
町
地
域
防
災
計
画
に
示
さ
れ
た

原
子
力
災
害
時
の
避
難
先
を

お
知
ら
せ
し
ま
す 

避難場所

三倉小学校
三倉７４０

役場総務課防災係  ☎８５－６３０２問い合わせ先

南戸綿

鴨谷

若宮

東組

西組

中飯田・上飯田

市場

梶ヶ谷

下飯田

牛飼

城北

泉陽中学校
問詰２５９
天方小学校
大鳥居２２０-2
森中学校
天宮８８８－１
森小学校
森１２５
遠江総合高校
森２０８５
文化会館
森１４８５

旭が丘中学校
谷中５５６

一宮総合センター
一宮３１５０

宮園小学校
谷中６５０
園田総合センター
谷中５１３－１

黒田、三倉、中村、上野平、大河内、木根、舟場、乙丸、
大府川、中野、大久保、田能、南戸綿

城下上、城下下、赤松、川向、本丁、開運町、川久保、
大上、橘、薄場、東組
明治町、新町、仲横町、本町、川原町、下宿、向天方上、
向天方下、西組

米倉、大久保、片瀬、赤根、谷崎、宮代西、宮代東、
梶ヶ谷

中川上、中川下、城北

谷中、福田地、牛飼

円田、戸綿、北戸綿、むつみ台、下飯田

南町、西幸町、雇用促進森、草ヶ谷、市場

大門、栄町上、栄町中、中飯田、上飯田

大鳥居、問詰、鍛冶島、亀久保、嵯塚、若宮

葛布、西俣、黒石、鴨谷

避難する町内会名

大地震と原子力災害が
同時に起きた場合（全町内会）

原子力災害が
単独で起きた
場合（ＵＰＺ区
域町内会のみ） 

※自然災害時の避難場所は、上記と異なり
従前指定された場所となります。

◉
募
集
趣
旨

森
町
の
60
年
の
歩
み
を
将
来
に
伝
え
、

町
の
発
展
を
未
来
に
託
す
記
念
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
を
募
り
ま
す
。

◉
募
集
期
間

平
成
26
年
11
月
15
日
〜

平
成
26
年
12
月
15
日

◉
応
募
方
法

役
場
企
画
財
政
課
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
応
募
内
容
を
ご
記
入
の
上
、
企

画
財
政
課
に
お
届
け
い
た
だ
く
か
、
電

子
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信

く
だ
さ
い
。

（
応
募
用
紙
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

◉
ご
注
意

ご
応
募
の
あ
っ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
内
容

審
査
に
よ
り
採
用
さ
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
応
募
さ
れ
た
人
に
は
、
粗
品
進
呈
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

合
併
60
周
年
を
記
念
し
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
は
、
審
査
の
う
え
平
成
27
年
度
の
事
業
化
に
向

け
て
検
討
し
ま
す
。

森
町
簡
易
年
表

平
成
27
年
度
は
森
町
合
併
60
周
年
で
す

◇
昭
和
30
年
４
月
１
日

天
方
村
、
森
町
、
一
宮
村
、

園
田
村
、
飯
田
村
の
旧
５
か
町
村
が

合
併
し
、
森
町
と
な
る
。

◇
昭
和
31
年
９
月
30
日

三
倉
村
、
原
泉
村
佐
賀
野
・

中
塚
地
区
を
編
入

◇
昭
和
40
年
９
月
13
日
（
10
周
年
）

森
町
の
町
章
制
定

◇
昭
和
44
年
１
月
１
日

町
の
木
「
さ
ざ
ん
か
」
制
定

◇
昭
和
50
年
11
月
１
日
（
20
周
年
）

町
の
花
「
ユ
リ
」
制
定

◇
昭
和
60
年
11
月
１
日
（
30
周
年
）

町
民
憲
章
制
定

◇
平
成
７
年
11
月
１
日
（
40
周
年
）

町
の
鳥
「
カ
ワ
セ
ミ
」
制
定

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
　
役
場
企
画
財
政
課 

T
E
L
（
８
５
）
６
３
０
５
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
８
５
）
５
２
５
９
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　子育てがつらく感じたり、ついイライラして怒ったりする自分を「どうし
て？」と責めたり悩んだりすることはありませんか？
　子育て中は、普段以上にストレスがたまりやすいものです。初めての妊娠・
出産・子育てであれば、わからないことも多く、悩み事はつきないかもしれ
ません。こうした悩みや心配はひとりで抱え込まないことが大切です。
　どんな小さなことでも気になることがあったら、ひとりで悩まず相談をし
てください。妊娠がわかったときから、気軽にご利用ください。

　保健福祉課では、妊娠・出産・子育て全般のいろいろな悩
みを聴いたり、相談にのっています。ひとりで苦しまないで、
電話相談で自分の気持ちを話してみませんか。
　保健師や栄養士が電話や面接で対応するほか、自宅に訪問
してお話を伺うこともできます。また、内容によっては適切
な相談機関へつなぐこともあります。

　赤ちゃんが何をやっても泣きやまないと、イライラしてしまうことは誰にでもあることです。しかし、泣きやま
ないからといって激しく揺さぶってしまうと、見た目にはわかりにくいですが、赤ちゃんや小さな子どもは、頭（脳
や網膜）に損傷を受け、重い障害が残ったり命を落とすことがあります。どうしても泣きやまないときは、赤ちゃ
んを安全な所に寝かせて、その場を少しの間でも離れ、まず自分をリラックスさせましょう。

★子どもを支えるお母さん自身の心と体がともに健康
であることが大切です。体だけでなく心もいたわり、
休養をできるだけとって、健康であるよう心がけて
ください。周りからみた「いいママ」よりもあなた
が思う「幸せなママ」になりましょう。

●役場保健福祉課（保健福祉センター内） ☎８５－６３３０

妊娠しちゃった！どうしよう…
誰にも相談できない…

もっと楽しいと思ってた…
こんなはずじゃなかった…

子どもに
手をあげちゃった…

しつけが
うまく
いかない…

こんなに頑張っているのに、
どうして？

出産ってどのくらい
お金がかかるの？ 

誰にも相談できなくて
ひとりぼっち

うちの子発育が
遅れているのかな？？

赤ちゃんが泣き止まないと
イライラしてくる

子どもに
どなっちゃった…

11月は児童虐待防止推進月間です。

相談先
こちらでも相談を受け付けています。お気軽にご利用下さい。
●森町子育て支援センター（児童館内） ☎８４－４２５５
●西部児童相談所 月～金８：30～17：15 ☎３７－２８１０　土日祝日緊急連絡先 ☎３３－４１９９
●全国共通ダイヤル ☎０５７０－０６０－０００ ※地域の児童相談所につながります

知っていますか？
「乳幼児揺さぶられ症候群」について
知っていますか？
「乳幼児揺さぶられ症候群」について赤ちゃんを激しく揺さぶらないで！赤ちゃんを激しく揺さぶらないで！

ママ
必見！
ママ
必見！



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

火渡りで心身清める
大河内の大日山金剛院で9月27日、柴

さい

灯
とう

護
ご

摩
ま

祈
き

祷
とう

が行われ、
町内外から大勢の参拝者が訪れました。本堂前の境内で、家内
安全を祈って護摩供が行われた後、不浄を焼き尽くし、仏の加護
を受けられる清浄な心身になるために火渡りが行われました。一
般参拝者も山伏に続いて、素足で熾

おき

の上を歩く火渡りを行い、
除災招福を祈りました。柴灯護摩祈祷は毎年9月27日に行われ
ています。

不審者を撃退
森幼稚園は10月17日、不審者侵入の対応訓練を行い、不審

者役のスクールサポーター（袋井警察署生活安全課職員）が迫
真の演技で侵入すると、先生たちが園児を避難させ、さすまたで
不審者を押さえ込み、到着した警察官に引き渡しました。また、10
月1日に同警察職員による防犯教室が行われ、園児たちは不審
者の対応方法「いかのおすし（行かない・乗らない・大声を出す・
すぐ逃げる・知らせる）」を学びました。

災害時の行動を学習
宮園小学校で9月29日、6年生45人を対象に県西部危機管

理局職員を講師に迎え、DIG（災害図上訓練）を体験しました。
講師は、「地震が来た時には、どう行動するか、どこに逃げるか、
役立つものがどこにあるか、安否確認をどう行うかが大事になりま
す」と説明。その後、地図に学校や自宅、道路や橋、広場、公園、
グランド、水路など大事な施設を記入し、避難経路や火災時の水
利などを確認しました。

▲火渡りをする参拝者たち

訓練の様子 ▼▶

▲DIGを体験する児童たち

▲不審者を押さえ込む先生たち

消防署が旧清掃センターで訓練
袋井消防署森分署は10月2日と3日の2日間、今年度に解体す

る旧清掃センターの建物を利用して、救助や消火の訓練を実施
しました。訓練は、大規模地震が発生して火災が起き、建物の中
に要救助者が取り残されているという想定で行われました。進入
路を確保するため出入り口のシャッターをエンジンカッターで切断
したり、煙でよく見えない建物内を想定した要救助者の捜索訓
練、泡の消火剤を建物に放射する消火訓練などを行いました。

8広報もりまち　平成26年11月号



MORIMORI TOPICS
もりまちの話題！ ニュース！ etc. トピックストピックスもりトピックストピックスもり

文化活動の成果を披露
第35回森町民文化祭が10月25日と26日の2日間、文化会館

で開かれ、文化協会加盟の文化・芸術グループなどが日ごろの
活動の成果を発表しました。館内ギャラリーや小ホールには華道
や絵画、俳句などの作品268点がずらりと並んだほか、大ホール
では30団体が合唱や大正琴の演奏、舞やダンスなどの演目を披
露。来館者たちは、多彩な作品や華やかなステージ発表を楽しみ
ました。

図書館フェスティバル
森町立図書館では、10月24日から11月16日の間、図書館フェスティ

バルを開催し、特別展示やリサイクルブックフェアを行いました。今年の
特別展示は、「小

お

國
くに

重
しげ

年
とし

と森町の国学者」で、江戸後期の一宮神主で
国学者であった小國重年が歌格について研究した「長

ながうたことばのたまぎぬ

歌詞珠衣」六冊
や森町内の国学者の遺品や和歌資料を展示。また、文化会館常設展
示室には、小國重年が師事した本居宣長や内山真

ま

龍
たつ

の直筆の懐紙や
短冊などを展示しました。

はず作りと稲刈りに挑戦
天方小学校の4年生から6年生児童28人が10月27日、収穫し

た稲を干す「はず」作り体験を行いました。児童らは重い「かけ
や」に手こずりながらも杭を打ち込み、竹ざおを渡して縛りつけ完
成させました。また、28日には全校児童で稲刈りを行い、刈り取っ
た稲を早速はずに掛けて干しました。天方幼稚園の園児も、刈っ
た稲を大切に抱え運ぶお手伝いをしました。

「さわふれクラブ」でお達者に
介護予防を目指す高齢者を対象に体操などを行っている「さ

わふれクラブ」の交流会が10月17日、中央体育館で開かれまし
た。普段は同じ会場で活動しているものの、活動日は各地区ごと
に異なるため会員たち全員が集まる交流会を年に一度行ってい
ます。参加者たちは、うちわを使ったリズム体操を行ったり、詩吟
やカラオケの発表、書画・手工芸品の展示などで日ごろの活動の
成果を披露しました。

作品に見入る来館者▶

▲大ホールで洋舞を披露

▲展示に見入る来館者

◀力を合わせてはず作り

刈り取った稲を干す▶
児童たち

▲うちわを使い体操する会員たち

9 広報もりまち　平成26年11月号
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広
報
モ
ニ
タ
�
さ
ん

三
倉
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し

ま
す
。許
禰
神
社
に
隣
接
の
お
稲

荷
さ
ん
は
、昔
か
ら
無
く
し
た
物
を
見
つ

け
て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。私
も

何
度
か
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。探
し
物

が
見
つ
か
る
と
、お
礼
参
り
に
油
揚
げ
を

供
え
て
き
ま
す
。遠
方
か
ら
も
来
ら
れ
る

人
が
い
る
よ
う
で
す
。

　
　滝
瀨
惠
利
子
さ
ん（
三
倉
）

天
方
地
区
社
会
教
育
推
進
協
議
会
で

は
、地
域
と
、か
わ
せ
み
街
道（
大

鳥
居
か
ら
か
わ
せ
み
湖
へ
通
じ
る
吉
川・三

倉
川
沿
い
の
２
つ
の
道
路
）の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
よ
う
と
地
元
住
民
か
ら
標
語
を
募
集
し

ま
し
た
。優
秀
賞
２
点
は
、横
断
幕
に
し
て

両
川
筋
の
道
路
へ
掲
げ
ま
し
た
。標
語
は

「
か
わ
せ
み
街
道
心
と
自
然
を
つ
な
ぐ
道
」

「
い
い
も
の
み
つ
け
た
！！
か
わ
せ
み
街
道
」

で
す
。

齊
木
貞
一さ
ん（
鍛
治
島
）

昔
同
級
生
が
住
ん
で
い
た
、今
は
無
人

の
家
の
ま
わ
り
。生
け
垣
一
面
に
き

れ
い
に
咲
い
た
黄
花
コ
ス
モ
ス
を
、道
行
く

人
々
が
し
ば
し
足
を
止
め
て「
す
ご
い
ネ
、

き
れ
い
」
と
口
々
に
言
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
す
。今
は
花
も
終
わ
り
、次
は
ど
ん
な
花

が
咲
く
か
と
て
も

楽
し
み
で
す
。
育

て
て
い
る
人
の
心

の
温
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
一日
で
す
。　

　浅
野
健
作
さ
ん（
本
町
）

町
内
で
は
、い
く
つ
か
の
場
所
で
ホ
タ

ル
を
鑑
賞
で
き
る
と
思
い
ま
す
。一

宮
地
区
で
は
、大
久
保
の
ホ
タ
ル
の
里
や
、

米
倉
の
小
川
で
５
月
中
旬
か
ら
６
月
上
旬

に
か
け
て
、源
氏
蛍
を
観
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。周
辺
に
は
明
る
い
光
が
無
い
の

で
、天
候
の
良
い
日
の
20
時
頃
に
は
ホ
タ
ル

の
光
が
と
て
も
幻
想
的
で
す
。

岡
田
藍
子
さ
ん（
米
倉
）

北
戸
綿
に
、絵
本
カ
フ
ェ・ミ
ロ
ン
と
い
う

お
店
が
あ
り
ま
す
。日
本
や
海
外
の

絵
本
が
多
数
店
内
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、

オ
ー
ナ
ー
の
秋
山
み
ど
り
さ
ん
の
読
み
聞

か
せ
も
大
変
人
気
が
あ
り
ま
す
。お
い
し
い

お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
親
子

で
ゆ
っ
く
り
と
話
が
で
き
、子
ど
も
の
夢
を

ふ
く
ら
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
で
す
。

竹
下
孝
行
さ
ん（
北
戸
綿
）

き
　 

ね
　 

じ
ん
じ
ゃ

認
知
症
に
そ
っ
く
り
！

　
　
　
　
　高
齢
者
う
つ
病

124 35

問
い
合
わ
せ
先

森
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　1
8
5
ー
6
3
4
1

 E
-m
ail:houkatsu@

tow
n.m
orim
achi.shizuoka.jp

　
高
齢
者
の
う
つ
病
は
、
本
人
も
家
族
も

「
年
の
せ
い
」
と
諦
め
て
し
ま
っ
た
り
、

「
認
知
症
」
と
混
同
し
見
逃
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
老
化
と
は
異
な
り
高
齢
者
う
つ
病
は
治
療

で
き
る
病
気
で
す
。
早
期
受
診
と
早
期
の
治

療
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　高
齢
者
が
う
つ
病
を
発
症
す
る
き
っ
か
け
は
？

・
か
ら
だ
や
心
の
老
化
や
病
気

・
社
会
や
家
庭
で
の
役
割
の
喪
失

・
身
近
な
人
と
の
死
別

・
交
流
機
会
の
減
少

　高
齢
者
の
う
つ
病
の
特
徴
は
？

●
か
ら
だ
に
症
状
が
出
や
す
い

　
気
持
ち
に
変
化
が
な
く
て
も
、
「
疲
れ
や

す
い
」
「
あ
ち
こ
ち
痛
い
」
な
ど
の
身
体

症
状
を
強
く
訴
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
眠
、
食
欲
不
振
、
め
ま
い
、
疲
労
感
が

多
く
見
ら
れ
ま
す
。

●
認
知
症
と
間
違
わ
れ
や
す
い

　
認
知
症
外
来
を
受
診
す
る
人
の
５
人
に
１

人
は
、
う
つ
病
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

具
体
的
な
症
状
と
し
て
、

　
こ
れ
ま
で
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
に
興
味
が

な
く
な
る
　

　
動
作
が
極
端
に
遅
く
な
る

　
物
事
に
集
中
し
て
い
ら
れ
な
い

　
物
忘
れ
、時
間
や
場
所
が
わ
か
ら
な
く

な
る

　
「
み
ん
な
が
自
分
の
悪
口
を
言
っ
て
い
る
」

と
被
害
妄
想
に
と
ら
わ
れ
る

　
な
ど
一
見
、
認
知
症
と
似
た
症
状
で
す
が

実
は
う
つ
病
が
原
因
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　う
つ
病
か
な
と
思
っ
た
ら
早
め
に
相
談
を

　
「
い
つ
も
と
な
ん
と
な
く
違
う
」
と
い
っ

た
小
さ
な
変
化
に
自
分
で
気
づ
い
た
り
、
ご

家
族
や
周
り
の
人
が
気
づ
い
た
ら
、
早
め
に

専
門
医
へ
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
心

療
内
科
や
精
神
科
に
な
り
ま
す
が
、
抵
抗
を

感
じ
る
な
ら
、
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　高
齢
者
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

　
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち

を
持
ち
、
若
い
人

と
積
極
的
に
会
話

し
た
り
、
適
度
な

運
動
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
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informed
consent

火
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

公
開
講
座
の
ご
案
内

身
体
に
関
す
る

豆
知
識
や

森
町
病
院
の
情
報
を

お
届
け
し
ま
す
�

 

　
10
月
2
日
、
院
内
で
の
火
災
発
生
を
想

定
し
た
火
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
訓
練
の
内
容
は
、
火
災
報
知
器
に
よ
る

通
報
と
火
災
発
生
時
に
お
け
る
職
員
の
初

期
行
動
訓
練
、
消
火
用
散
水
栓
を
使
用
し

て
の
消
火
訓
練
お
よ
び
入
院
患
者
の
避
難

誘
導
訓
練
。
最
後
に
一
時
待
避
所
設
営
訓

練
と
し
て
大
型
テ
ン
ト
を
参
加
者
で
組
み

立
て
ま
し
た
。
大
型
テ
ン
ト
の
組
み
立
て

は
、
組
立
順

序
と
こ
つ
が

必
要
で
あ
る

こ
と
が
分
か

り
、
日
頃
の

訓
練
の
必
要

性
を
感
じ
ま

し
た
。

「
お
い
で
な
さ
い
ま
せ
健
康
講
座
」

テ
ー
マ
　
大
腸
が
ん
検
診
の
す
す
め

講
　
師
　
金
子
淳
一

　
　
　 

（
当
院
内
科
医
師
）

日
　
時
　
11
月
27
日（
木
）

　
　
　
　
19
時
〜

場
　
所
　
森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
　
　
　
2
階
会
議
室

申
　
込
　
不
要
（
お
気
軽
に
お
越
し

　
　
　
　
く
だ
さ
い
）

テ
ー
マ
　
ス
ポ
ー
ツ
障
害
「
肩
」

日
　
時
　
平
成
27
年
1
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
18
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

内
　
容
　
肩
の
機
能
、
障
害
と
予
防
に
つ
い

　
　
　
　
て
の
講
義
と
実
技

対
　
象
　
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
中
高
生
と

　
　
　
　
保
護
者
・
監
督
・
コ
ー
チ
な
ど

定
　
員
　
20
組

申
　
込
　
リ
ハ
ビ
リ
受
付
に
直
接
来
院
ま
た

　
　
　
　
は
電
話（
8
5
｜
2
1
8
1
）に
て

　
　
　
　
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

完成した大型テント

「
あ
す
の
森
く
ら
ぶ
」

家
庭
医
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先

家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク

　1
8
5
ー
1
3
4
0

　
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
開
院
し
て
３
年
に
な

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
少
し

ず
つ
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

改
め
て
も
う
少
し
ご
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
家
庭
医
療
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
全
て
の
年
齢
、
頭
の
先
か
ら
つ
ま
先
ま
で
の
全

身
＋
心
の
ケ
ア
に
関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
病
気
の

分
野
を
限
ら
ず
、
頻
度
の
多
い
健
康
の
問
題
を
幅

広
く
取
り
扱
い
ま
す
。
「
心
臓
は
こ
の
医
者
だ
け

ど
、
肝
臓
は
別
の
医
者
」
と
い
っ
た
医
療
の
専
門

化
に
よ
る
「
患
者
さ
ん
の
体
の
一
部
だ
け
を
診
て
、

ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
診
な
い
医
療
」
へ
の
反
省

と
し
て
家
庭
医
療
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

家
庭
医
は
、
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
の
心
理
面
や
生

活
環
境
も
み
な
が
ら
、
患
者
さ
ん
と
の
継
続
し
た

つ
な
が
り
を
重
視
し
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
、
日
本
で
、
ま
た
世
界
中
で
家
庭
医
療
の

重
要
性
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
も

専
門
医
療
一
辺
倒
か
ら
家
庭
医
療
を
重
視
す
る
方

針
へ
の
転
向
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
面
で
は
、
日
本
で
も
最
先
端
の
取
り
組
み

を
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
の
で
、
森
町
の
み
な

さ
ん
に
は
こ
の
施
設
を
末
永
く
大
事
に
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

森
町
家
庭
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
　
堀
江
典
克

重症度

家庭医は横に広い知識で
よくありふれた病気の治療を行います



◆石松カップ（5年生）

宮園小 飯田青葉

8月17日、袋井市上田町グランドで袋井地区代表決定戦が行わ
れ、飯田小学区の中飯田ソフトボールチームが三川小学校区チー
ムを7回裏逆転サヨナラの9対8で破り、11月に開催の県大会出場を決めました。

地区代表を喜ぶメンバー

●小学1年生男女 
　優　勝　藤江 　空
●小学5･6年生女子 
　準優勝　西尾　 渚
●小学3年生男子 
　優　勝　藤江 陽向
●小学5年生男子 
　優　勝　弓桁 康平
●一般女子 
　優　勝　藤江 則子

◆団体の部
　優　勝　東組チーム　　
　準優勝　三倉Ｃチーム　　
　第３位　中川下石寿会Ａチーム
◆個人の部
　優　勝　杉山 省二さん(西幸町)
　準優勝　森下 昌子さん(三倉Ｃ)
　第３位　松井 貞二さん(中川下石寿会Ａ)

9月21日／常葉菊川高校

10月19日／町営グランド

10月20日／
中央体育館

個
人
組
手

大会の様子

大会を楽しむ選手たち

優　勝 岩間 米子
準優勝 萩原てる子
第３位 浅井 桂子

4位 小林ツユ子
5位 鈴木 けん
6位 太田 澄江

4位 山下 宗一
5位 榊原 繁男
6位 栗田 　直

優　勝 加藤義嘉津
準優勝 守谷 新一
第３位 加藤 市郎

■男性の部

■女性の部

森町空手道教室正剛本部道場

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館）
　※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日
問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。※取扱時間などは各販売所にお問合せくだ

さい。
※未就学児の入場はご遠慮ください。

チケット購入の
ご注意

   森町文化会館 185－1111（取扱時間9:00～17:00、月曜休館） ※月曜日が祝日の場合は火曜日が休館日問
※各公演の内容などは、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

日
3/15

入場料（税込）： 友の会 3,000円
　　 　　　　一　般 3,500円

ところ ： 森町文化会館 大ホール

ところ ： 森町文化会館 大ホール

清塚信也＆松本蘭
バレンタインコンサート

吉田兄弟 
15周年記念コンサート
三味線だけの世界

友の会 : 12月6日（土） 
一　般 : 12月7日（日）
電話予約 : 12月9日（火）
いずれも9:00～

チケット発売日

いずれも9:00～

チケット発売日

土12/20
入場料（税込）： 友の会 4,500円
　　 　　　　一　般 5,000円全席指定

早乙女太一 ALL JAPAN TOUR 2014
開場 12:30  開演 13:00
開場 16:30  開演 1 7:00

昼の部
夜の部

※未就学児の入場不可チケット
好評発売中！！ チケット好評発売中！！主催 ： 森町ミキホール文化振興会

共催 ： 森町ミキホール友の会

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　共催 ： 創芸

ところ ： 森町文化会館 大ホール
土1/17 入場料（税込）： 前売：友の会 3,300円／一般 3,600円

 　　当日：友の会・一般共通 3,800円全席指定

全席指定 全席指定

第20回
新春森町寄席
五代目圓楽一門会
ゲスト マギー司郎

開場 13:30
開演 1 4:00

土2/14
日3/1開場 13:30

開演 1 4:00

開場 16:00
開演 1 6:30

※未就学児の入場不可

※未就学児の入場不可
主催 ： 森町ミキホール文化振興会　共催 ： オフセンター

ところ ： 森町文化会館 大ホール
入場料（税込）： 友の会 4,000円
　　 　　　　一　般 4,500円
※未就学児の入場不可

主催 ： 森町ミキホール文化振興会　　後援 ： 袋井地区労働者福祉協議会

出演者：三遊亭円楽、三遊亭王楽、マギー司郎  他

森町文化会館（☎85-1111）/袋井市月見の里学遊館（☎49-3400）/磐田市文化振興センター（☎35-7133） /磐田市情報館（☎38-3974）/
イケヤアピタ掛川店（☎0537-22-0666）/アクトシティ浜松チケットセンター（☎053-451-1130） /チケットぴあ（☎0570-02-9999 早乙女太一 439-008、
森町寄席 439-304、清塚松本 244-844、吉田兄弟 244-842） ※取扱時間などは各販売所にお問合せください。

各公演のチケット
のお求めは…

友の会 : 11月29日（土） 
一　般 : 11月30日（日）
電話予約 : 12月2日（火）

ところ：森町文化会館 大ホール

第19回 
森町こどもの舞台フェスタ

◉発表時間 ：
舞踊、ダンス、コーラス、楽器
演奏などは20分以内
演劇、ミュージカルなどの物
語性のある場合は40分以内
◉申込締切日 ： 
12月5日（金）

町内の保育園、幼稚園、
小中学校およびコーラス・
器楽演奏などの音楽団
体や舞踊・ダンス・舞楽な
どの舞台芸術団体から多
数の参加を募集します。

入場無料 全席自由

参加者募集！ 参加費 無料参加費 無料

開場 12: 30 開演 1 3:00

※申込方法などの詳細は、文化会館までお問い合わせください。
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月
子ども 相談

犬・猫健康

文化会館 観光

その他

※定期開催 毎週土曜日　　おはなしぶらんこ（10:30～11:00）■所■問児童館　185-2839
毎週火曜日　　森のくまさん広場（11:00～11:30）■所■問子育て支援センター　184-4255

日 月 火 水 木 金 土

12

1円玉募金集計
（9:00～10:00）
■所保健福祉センター
■問児童館
☎85-2839
おはなしぶらんこ

6か月児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
特設人権相談

（10:00～15:00）
■所町民生活センター
■問役場住民生活課
☎85-6312

リトミックランド
（10:30～11:30）
■所保健福祉センター
■問児童館
☎85-2839

1歳6か月児健診
（13:15～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
移動児童館

（15:00～16:00）
■所飯田小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

森のくまさん広場心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

保健のしおりの
交付

（9:30～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330
森のくまさん広場

ボディートークを
楽しむ会

（13:30～15:30）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

移動児童館
（14:30～16:00）
■所天方小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

飼い主のいない
犬・猫引取り日

（10:00～10:20）
■所役場別館前
■問役場住民生活課
☎85-6314
すくすくクラブ

（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

2歳児相談
（9:00～）
■所保健福祉センター
■問役場保健福祉課
☎85-6330

おはなしぶらんこ
絵手紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

作ってみよう
（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

森のくまさん広場心配ごと相談
（9:00～12:00）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

のびのびクラブ
（10:00～11:00）
■所保健福祉センター
■問子育て支援センター
☎84-4255

年金相談（要予約）
（9:30～12:00）
■所町民生活センター
■問掛川年金事務所
☎0537-21-5521
移動児童館

（14:30～16:00）
■所三倉小学校体育館
■問児童館
☎85-2839

おはなしぶらんこ
折り紙教室

（14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

結婚相談
（9:00～11:30）
■所保健福祉センター
■問社会福祉協議会
☎85-5769

森の小さな映画館
（10:30～11:30、
14:30～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

役場仕事納め おはなしぶらんこ
お楽しみゲーム大会

（14:30～15:00）
■所■問児童館

☎85-2839

児童館まつり
「クリスマス会」

（14:00～15:30）
■所■問児童館

☎85-2839

1
2
3
4
5
6
7

3

10

17

24

31

こどもの日 5

1

8

15

22

29

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10
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24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

6

13

20

27

7

14

21

28

7

14

21

28

 

6

13

20

27

天皇
誕生日 23

地域防災の日

●4月1日（金）～3日（日）（10:30～11:30）作陶展

体験センターの展示ホールで、ア
クティ森陶芸教室の生徒による作
品展を開催します

要予約

■ 固定資産税・都市計画税 …第2期分
■ 国民健康保険税…………第1期分

アクティ森イベント情報

アクティ森イベント情報
アクティ森イベント情報
☎85-0115

陶器のひな人形づくりとランチのセットです。今年
は、にぎり寿司をイメージしたひな人形で、どなた
でも簡単に作ることが出来ます。焼き上がりに１か
月はかかりますので、お早めにお申し込み下さい。

●2月28日（金）まで ※平日限定（水曜定休）
　陶雛づくりとちょっとお得なランチセット
　料金 ： 1人3,800円

●5月5日（日）
●5月6日（火・祝）

●5月4日（日）、5日（月・祝）●5月3日（土）～5日（月・祝）

はたらく
くるま大集合
はたらく
くるま大集合

ポニー
乗馬体験
ポニー
乗馬体験

お茶摘み体験お茶摘み体験

かしわ餅作りかしわ餅作り

ゴールデンウィークイベントゴールデンウィークイベント

な
ど
な
ど
！

な
ど
な
ど
！

●9月13日（土）～15日（月・祝） 10:00～16:00
　栗拾い（要予約）、栗のつかみ取りなど

12月の納税など
（納期限12月1日）

12月の納税など

■ 国民健康保険税
　 ………………第5期分
■ 後期高齢者医療保険料
　 （普通徴収）……第4期分

■ 国民健康保険税
 　…………………第3期分
■ 後期高齢者医療保険料
　（普通徴収）   ……第2期分

森町クラフトフェア２０１４森町クラフトフェア２０１４

森町クラフトフェア２０１４森町クラフトフェア２０１４
11月22日（土）・23（日） 
10:00～16:00
全国のクリエーターによる
手作り工芸品の展示・販売

【納期限 12月25日】
■ 固定資産税・都市計画税…………第3期分
■ 国民健康保険税…………………第6期分
■ 介護保険料（普通徴収）…………第5期分

【納期限 1月５日】
■ 後期高齢者医療保険料（普通徴収） …第5期分
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を同封して郵送してください。（過
去3年分の問題集も希望する場合は
その旨を明記し、350円分の切手と
600円分の郵便小為替を同封して
ください）
問・申　東海アクシス看護専門学校　
総務課入試担当
　243-8111　543-8122
〒437-0033  袋井市上田町267-30

平成27年度東遠学園
組合職員第2次募集

募集人員　①生活支援員・保育士・児
童指導員　2人　②作業療法士　1人
応募資格　①大学、短大もしくは専門
学校卒業または見込みの人で社会
福祉士・介護福祉士・保育士など
のいずれかの資格を取得もしくは
取得見込みの人。昭和63年4月2日
生まれ以前の人は同等の学歴およ
び資格を有し実務経験を有する人。
②大学、短大もしくは専門学校を卒
業した人で作業療法士の資格を有
し実務経験のある人。
応募書類　履歴書、卒業証明書（見込
み）、成績証明書、資格証明書、（見込
み）、勤務経歴書（実務経験のある人）
応募方法　12月8日㈪　17:00までに
持参または郵送必着
試験日　12月14日㈰
問・申　東遠学園組合事務係　
20537-35-2753
菊川市西方4345-2

木の家造り講座
受講者募集

と	 き　平成27年1月～10月の毎月
第3土曜日（全10回）
ところ　中遠建築高等職業訓練校（磐
田市西貝塚1377-1）ほか
内	 容　山林見学から製材、設計から
加工、完成までの過程を、各現場を
体験しながら学びます
定	 員　40人（先着順）
受講料　10,000円（10回分）
申込方法　電話またはファックスで
住所・氏名・電話番号をお申し込
みください。
申込締切　平成27年1月11日㈰
問・申　中遠建築職業訓練校
　2・534-4862

健康講演会のお知らせ

と	 き　12月７日㈰　10:00～12:00
ところ　保健福祉センター　2階機能
回復訓練室
内	 容　○講演「歯周病と全身疾患」
（講師：静岡県歯科医師会　地域保健
委員　朝比奈尚之　歯科医師）
　○歯磨き指導
持ち物　歯ブラシ、手鏡
申・問　保健福祉課保健スタッフ　
　285-6330

こころのポカポカセミナー
開催

発達障害について理解を深めるた
めに、一緒に学んでみませんか？
と	 き　11月28日㈮  19:00～21:00
ところ　保健福祉センター2階　機能
回復訓練室
内	 容　「発達障害について学ぼう！
～事例と相談支援～」（講師：東遠
学園 社会福祉士　市村孔元氏）
参加料　無料
申込方法　11月26日㈬までに電話で
お申し込みください。
問・申　役場保健福祉課障害福祉係
　285-1800

「就職応援フェア」の開催

と	 き　12月11日㈭　12:00～16:00
ところ　アクトシティ浜松　展示イベント
ホール（浜松市中区中央3-12-1）
参加企業　県内に就業場所があり、正
社員としての採用計画のある企業
対象者　平成27年3月卒業予定の大
学（院）、短大、高専、専修学校など
の学生および卒業後3年以内の求
職者
持ち物　ハローワークカード（お持ち
の人）、企業が指定する書類（選考
希望の人）
問　静岡県経済産業部就業支援局雇
用推進課　2054-221-2573

磐南定時制　学校説明会

明るく伸びやかで、家庭的な雰囲気
のある磐南定時制で学んでみません
か。社会人、中学3年生、保護者など、
どなたの参加も歓迎します。
と	 き　①11月20日㈭18:30～20:30、
②平成27年1月13日㈫18:30～20:30
ところ　磐田南高等学校はぐま会館
（正門入って右側の建物）
　（磐田市見付3084）
持ち物　筆記用具
申込方法　事前に電話にてご連絡くだ
さい（14:00以降）

問・申　県立磐田南高等学校定時制　
　232-7286

第12回袋商ショップ

高校生が仕入れから販売まですべ
てを行い、野菜から車まで良品を安価
にて販売します。
と	 き　12月13日㈯　9:00～16:00、
14日㈰　9:00～15:00

ところ　袋井商業高等学校
　（袋井市久能2350）
駐車場　旧パイオニア㈱駐車場
　（無料送迎バスあり）
内	 容　食料品、衣料品、陶器、家電
製品、自動車などの販売。食堂、喫
茶、イベント、ちびっ子広場など。
問　県立袋井商業高校
　242-2285

袋井商業高校吹奏楽部
第51回定期演奏会

と	 き　①12月26日㈮　18:00開演、
②27日㈯　13:30開演
ところ　磐田市民文化会館大ホール
　（磐田市二之宮東3-2）
内	 容　第1部オリジナル・ステージ、
第2部マーチング・ステージ、第3
部ポピュラー・ステージ
入場料　1,000円（全席自由、前売券
が完売の場合、当日券は販売なし）
販売所　袋井商業高校事務室、磐田市
民文化会館事務所、袋井市役所売
店、兵藤楽器各店舗
問　県立袋井商業高校（担当：石原）　
　242-2285
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人権擁護委員に山田さんと
小倉さん再任

山田勝惠さん（本町）小倉則子さん
（若宮）が10月１日付けで引き続き法
務大臣から人権擁護委員として委嘱
されました。
人権擁護委員は、法務大臣が委嘱し
た民間の人たちです。この制度は、日
ごろ地域に根ざした活動を行ってい
る民間の人たちが、地域の中で人権思
想を広め、人権侵害が起きないように
見守り、基本的人権の擁護を図ること
を目的として創設された日本独自の
制度です。
町では、毎月１回人権相談日を設け
て、人権擁護委員が相談に応じてい
ます。
問　役場住民生活課住民係
 285-6312

家庭内でのノロウイルス
食中毒にご注意ください
冬はノロウイルスが大流行します。
感染力が非常に強く、発症すると急性
胃腸炎や食中毒になります。感染を避
けるため、普段から家族全員が手洗い
に気をつけましょう。また、おう吐物
を拭き取った後は、塩素系消毒剤で消
毒しましょう。
問　県西部保健所衛生薬務課 
 237-2245

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書は大切に保管しましょう
国民年金保険料は、納付した保険料
が社会保険料控除の対象です。
平成26年分の年末調整や確定申告
する際には、1年間に納付した額を証
明する「社会保険料（国民年金保険
料）控除証明書」の添付が義務付けら
れています。平成26年1月1日から9
月30日までに納付した人は11月下旬
に、また平成26年10月1日から12月
31日までに納付した人は翌年2月上
旬に、日本年金機構から送付されます

ので、大切に保管してください。
問　控除証明書専用ダイヤル　
　20570-058-555

「国の教育ローン」の
お知らせ

「国の教育ローン」は大学、高校な
どに入学時・在学中にかかる費用を
対象とした公的な融資制度です。お子
さん1人につき350万円以内を固定金
利（ 年2.35 ％、母 子 家 庭 の 人 は
1.95％）（9月1日現在）で利用でき、
在学期間中は利息のみのご返済とす
ることができます。詳しくはお問い合
わせください。
問　日本政策金融公庫教育ローンコール
センター0570-008656（ナビダイ
ヤル）または203-5321-8656

若者就労支援
出張相談の開催

キャリア・コンサルティング技能
士による相談会を開催します。「働き
たいけど何をしたら良いか分からな
い」、「自立のきっかけがつかめない」
といった悩みを抱える若者の職業的
自立に向けた支援を行います。
と	 き　12月３日㈬　13:30～16:30
ところ　町民生活センター2階講義室B
対	 象　就労を目指している15歳か
ら39歳までの若者とその家族（就
労中の者、学生を除く）
申込方法　当日受付（電話予約優先）
その他　相談時間は1人50分以内
問・申　地域若者サポートステーション
はままつ　2053-453-8743

暮らしの中の
何でも無料相談

相談内容　生活の中に起こる相続・
離婚・心の悩み・家庭問題など
相談時間　平日9:00～17:00
相談先　ライフサポートセンター
　中東遠事務所　233-3715
　西部事務所　　2053-461-3715

エンジョイ！ハンティング
大自然に挑戦してみませんか！？
狩猟免許試験を次のとおり実施し
ます。
試験日　平成27年2月15日㈰　9:00～
試験会場　北遠総合庁舎
　（浜松市天竜区二俣町鹿島559）
申込期間　12月15日㈪～平成27年1
月16日㈮
申込先　中遠農林事務所森林整備課　
　237-2302
手数料　5,200円（静岡県収入証紙）
　（一部免除者3,900円）
※平成27年1月10日㈯に静岡労政会
館で開催される㈳静岡県猟友会主
催の予備講習会（申込期限12月５
日㈮）に参加することをお勧めし
ます。
問　役場産業課林政係　285-6317

「森町こどもの舞台フェスタ」
参加団体募集

平成27年3月15日㈰に大ホールで
開催する「第19回森町こどもの舞台
フェスタ」に参加する町内の団体を募
集しています。
申込締切　12月5日㈮
※詳しくはお問い合わせください。
問　文化会館　285-1111

東海アクシス看護専門学校
平成27年度入学生募集

○一般入学試験
募集人数　看護学科（修業年限3年）　
男女30人程度
受験資格　高校を卒業もしくは見込
みの人
出願期間　12月1日㈪～19日㈮  
　17:00必着
試験日　平成27年1月15日㈭（学科
試験）、16日㈮（面接試験）
合格発表　平成27年1月30日㈮
資料請求　郵送または直接窓口へ。郵
送の場合は郵便番号、住所、氏名、
電話番号を明記し、215円分の切手
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給食おいしいね！
（宮園小学校にて）

現在の学校給食はどんなメニュー？
世代ごとに異なる学校給食を思い出しながら、
ぜひ調理に挑戦してみてください。

学校給食のメニューを紹介☆

　給食では地元の野菜を多く取り入れる工夫をしてい
ます。森町産のチンゲン菜は１年を通して安定した価
格で使用することができる食材なので、スープや炒め
物、あえものなどで毎月使っています。
　これからの季節、レタス、大根、白菜など冬野菜を
使ったメニューが登場します。

ベーコン…………………… 1枚
にんじん…………………1／4本
玉ねぎ……………………1／2個
チンゲン菜（☆森町産）…… 1株
卵 ………………………… 1個
調味料
　鶏ガラスープ（顆粒）… 大さじ1
　コンソメ（顆粒）…… 小さじ2
　しょうゆ …………… 小さじ1
　塩 ……………………… 少々
　こしょう ………………… 少々
片栗粉………………… 小さじ1
水 …………………………適量

材料（4人分） 作り方
①ベーコンは短冊切りにする。
にんじんはいちょう切り、玉ね
ぎはスライス、チンゲン菜は2
ｃｍくらいの幅に切る。

②なべに水を入れ、沸騰したら
ベーコン、にんじん、玉ねぎを
入れる。

③アクを取りながら野菜が煮え
たら調味料で味付けをする。

④チンゲン菜を入れ、ひと煮立
ちしたら水溶き片栗粉を加え、
溶き卵を流し入れる。

卵とチンゲン菜のスープ卵とチンゲン菜のスープ

煮物のイメージが多い切り干し大
根ですが、ゆでてサラダにしました。
人気のごまドレッシングと合わせる
とおいしく食べられます。

静岡県産牛　乳牛　乳

ロールパンロールパン

切り干し大根のサラダ切り干し大根のサラダ

白花豆コロッケ白花豆コロッケ
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11月1日現在（　）内は先月比

世帯数 …………6,403（＋  1）
人口 男……  9,598（＋14）
 女……  9,750（ー  1）
 計……19,348（＋13）
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